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顔認知に関わる脳内神経機構に関して、これまでに実験動物や人を用いた多数の報告があり、紡錘

回(Fusiform gyrus) 領域が関わっていることが示されている。本研究においては、顔認知の過程

において、人間の顔の向きがどのような影響を与えるかを調べることを目的とした。これまでに、

肖像写真や、肖像絵画など、さまざまな媒体において、１人の肖像の 5 つのポーズ（左向き横顔、

右向き横顔、左向き斜め顔、右向き斜め顔、正面向き）の出現頻度を比較した研究によると、左向

き斜め顔が他の向きの顔より有意に出現頻度が高いという複数の報告がなされている。 

しかし、顔の向きによる認知の反応時間については、すでに多数の研究があるが、斜め向きの顔の

認知が正面あるいは横顔の認知よりも早いという報告と、向きによる差はないと言う報告の両方が

あり決着がついていない。 

相反する結果を生じる要因の一つとして、これまでの刺激方法では、斜め向きと正面向きでは明ら

かに画像そのものが異なってしまい、反応の差を「向き」だけの違いに帰することはできないとい

うことが考えられる。そこで本研究では、すべての顔の向きにたいする反応の違いを調べるという

のではなく、左および右斜め顔のみに注目し、オリジナルの顔写真と、同数のそれらの左右を反転

した写真の両方を刺激画像として用いた。この方法を用いると、同じ画像でありながら、左右の向



きだけが違う状況を作ることができ、左右の向きの差だけによる反応の違いを検出することができ

ると考えたからである。 

 

さらに、心理学的実験により行動の差を検出し、脳の活動部位の差を fMRI を用いて測定すること

により、行動と脳活動両者の相関をみることができると考えた。 

 

１．心理学的実験 

名前と顔のマッチング課題を用い、左右の斜め向き顔に対する正答率および、反応時間の差を調べ

た。右利きの正常健常者１３人（女性６人、男性７人、１９－３５歳）が、被験者として参加した。

刺激には右向き５０枚、左向き５０枚の、計１００枚の有名人のカラー写真を用い、各々を鏡像反

転させた写真を作成し両者を刺激に用いた。さらに顔写真を 20ｘ20 分割しランダムに並べ替えて

スムージングをかけた同サイズの画像をマスク画像として用いた。マッチング課題は、名前 顔の

順序（name-face task）、および顔 名前の順序(face-name task)両方で行った。Name-face task

では、名前の提示から 500ms 後に、どちらかの向きの顔写真（30-40ms）が提示され、その直後に

マスク画像を提示し残像の影響を除いた。Face-name task では、顔、直後のマスク画像から平均

500ms 後に名前という順に提示した。１回の試行では 100 枚の中から左右 25 枚ずつ 50 枚の写真を

選び、その反転画像とあわせて計 100 枚を提示し、顔と名前が一致しているかどうかを、マウスキ

ーを押して答えさせた。これを２回くりかえす中で、同じ顔につき、１回は名前と一致し、もう一

回は不一致になるように組み合わせを選んだ。さらに反応する手を左右交代させてこの２回の試行

を行い、一人につき、４回の試行を行った。反転とオリジナル、名前との一致、回答に用いる手の

左右はカウンターバランスをとった。 

データは matched name face trials, mismatched name face trials, matched face name trials,  

mismatched face name trials の 4 つにグループ化し解析を行った。まず、右向きと左向きの顔に

対する正答率に差があるかを、比率の検定でしらべた。結果は、Name-face task でのみ、左向き

が右向きより有意に正答率が高かった。 

また、正当時の反応時間に左右の顔で差があるかを paired-t 検定で調べた。matched trial では

name-face task でも face-name task でも、左向き顔のほうが右向き顔よりも反応時間が有意に短

かった。しかし、mismatched trial では、name-face task でも face-name task でも有意な差は

見られなかった。 

さらに、以下の 5つの因子にたいして分散分析(ANOVA)を行った：１、被験者、２、顔の左右、 ３、

提示順（同じ顔の写真が、反転も含めて 4回提示されている）、 ４、写真のタイプ（反転かオリジ

ナルの写真か）、 ５、回答した手の左右。その結果、この ANOVA による検定でも、matched trial



では face-name task, name-face task ともに顔の左右の向きで有意差が見られた。なおこの因子

の他に、被験者による差と、提示順による差が 4つのグループ全てにおいて認められた。回答に用

いた手の左右は mismatched trials と face name task の matched trials の 3 つのグループにお

いて、有意な差を示した。 写真のタイプ（オリジナルか反転か）はどのグループにおいても有意

な差を示さなかった。 

さらに、この心理物理実験で得られた反応の差が、何らかの脳活動の違いに反映されているかどう

かを調べるために、fMRI により、左向き斜め顔と右向き斜め顔を見た際の脳活動に差があるかど

うかを調べた。 

 

２．機能的磁気共鳴画像（fMRI）実験 

12 名の健常被験者（男性 5 名, 女性 7 名, 20 35 才） について、刺激画像提示に伴う BOLD 信

号変化を静磁場強度３Tの MRI 装置を用い、エコープラナー法により撮像を行った。刺激としては

右斜め向き、または，左斜め向きの顔を 500ms 提示し、その後注視点を 12sec 提示した。被験者に

は、提示された顔を知っているかどうか考えるよう指示した。MRI 画像は SPM99 を用いて解析し、

左右の斜め顔を見たときの脳活動の差 12 人分を Random effect model を用いて調べた。 

左斜め向き顔を見た時の、BOLD信号が有意に上昇した領域は、前頭前野（BA45,46）、右紡錘回（BA37），

両側帯状回（BA32），右側下部頭頂葉(BA7,19,39)であった。 

右斜め顔でも、右前頭前野、右側紡錘回，左下部頭頂葉に、血流増加がみとめられた。これは左斜

め顔とほぼ同じ場所であるが、左と比べて狭い範囲にしか血流増加域が認められなかった。 

さらに、右下部頭頂葉、右前頭前野において、左斜め向き顔を見た時のほうが、右斜め顔を見た時

より有意に強い磁気共鳴信号の増強がみられ、これは paired-t test により有意であった。顔認知

に関わっているといわれている紡錘回や、上側頭回（STS）では、左右の向きによる活動の差は見

られなかった。 

逆に右斜め顔に対して左斜め顔よりも血流増加が多かった領域は認められなかった。 

この実験で用いた刺激において、目や口、鼻などは注視点から左右 1.3 度という狭い範囲内に入っ

ている。この視野角では網膜情報は両側の視覚野に投射すると言う報告もあり、視野による違いに

より左右の向きに対する反応の違いを説明できるとは思われない。 

前頭前野および、下頭頂葉は記憶の想起に関連しているとの報告がある。提示された顔を知ってい

るかどうか考える、という課題の遂行に際して、これらの領域が、左斜め顔のときに有意に強い活

動を示したということは、左斜め向き顔の方が、その人物の記憶からの想起を有利にしている可能

性がある。 

この、左右の斜め顔に対する、前頭前野および、下頭頂葉の非対称な活動が、肖像における左向き



斜め顔の優位な出現頻度や、心理実験における左向き斜め顔に対する反応時間の短縮の原因に関係

している可能性がある。 

これまでに、肖像に左顔が多いということは数多く報告されてきているが、その理由は仮説の域に

とどまっていた。この研究は、これに対し初めて、客観的な理由となりうる心理的事象および相関

する脳活動を発見したものである。 


